
報告第６４号 

 

令和２年度「東広島市立の小中学校における生徒指導上の諸課題」の現状について  

 

１「暴力行為」の発生件数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２「いじめ」の認知件数について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３「不登校」の児童生徒数について 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校/1,000人あたりの不登校児童数】 【中学校/1,000人あたりの不登校生徒数】 

 

 小学校 中学校 

Ｈ３０ ５０ ３６ 

Ｒ１ ６６ ８４ 

Ｒ２ 
５３ 

（３１） 
５５ 

（３２） 

Ｒ３ （４０） （２４） 

※（ ）内は１０月末の数値 

・令和２年度の本市の児童生徒1,000人あたりの暴力行為の発生件数は、小学校は国及び県の数値をいず

れも下回っているが、中学校は国の数値を上回っている。 

・令和２年度の本市の児童生徒1,000人あたりの暴力行為の発生件数は、前年度と比較すると小中学校と

もに減少している。 

【小学校/1,000 人あたりの発生件数】   【中学校/1,000 人あたりの発生件数】 【本市の暴力行為発生件数】 

・令和２年度の本市の児童生徒1,000人あたりのいじめの認知件数は、小中学校ともに国及び県の数値を

いずれも下回っている。 

・令和２年度の本市の児童生徒1,000人あたりのいじめの認知件数は、全国と比較すると小学校で0.11倍、

中学校で0.35倍である。 

【本市のいじめの認知件数】 

・令和２年度の本市の児童生徒1,000人あたりの不登校の児童生徒数は、小中学校ともに国及び県の数値

をいずれも下回っている。 

・国及び県の不登校児童生徒数は、小中学校ともに増加しているが、本市の不登校児童生徒数は、小学校

は増加し、中学校はほぼ同数である。 

【本市の不登校児童生徒数】 

【小学校/1,000 人あたりの認知件数】  【中学校/1,000 人あたりの認知件数】 

 小学校 中学校 

Ｈ３０ １９３ ４２ 

Ｒ１ ９９ ４３ 

Ｒ２ 
８４ 

（３９） 
４２ 

（２２） 

Ｒ３ （４６） （２９） 

※（ ）内は１０月末の数値 

 小学校 中学校 

Ｈ３０ ９０ １３２ 

Ｒ１ ６９ １３８ 

Ｒ２ 
７７ 

（４０） 
１３５ 

（１０２） 

Ｒ３ （５７） （１３４） 

※（ ）内は１０月末の数値 
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